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　男性だから女性だからということにとら

われず、男女がお互いを尊重しながら、互

いの個性と能力を十分発揮して、職場や家

庭、学校、地域など社会のいろいろなこと

に関わっていくということです。

　その際、ただ参加するというだけでな

く、方針の立案や決定などの意思決定の場

へ関わることができ、また男性も女性もき

ちんと責任を持つということが重要です。

　現在、市をはじめ県や国では、様々な方

法で男女共同参画を推進するため、総合

的、計画的な取り組みを進めています。

【男女共同参画とは】

　平成１４年以来２度目の開催となる那珂市女性議会が１０月２０日、市

役所議会議場で開催されました。市では男女共同参画社会の実現に

向け、様々な事業に取り組んでいます。その事業の一つが女性議

会。市内の２４人の女性が参加し、市の将来像を見据えての意見や要

望について、市執行部と質疑応答を繰り広げました。

女性議会の目的は…
　那珂市では、平成１４年３月に「那珂町男女共同参画プラン」を策
定し本市に望ましい男女共同参画実現のため、取り組みを総合的、
計画的に推進しています。このたび、男女共同参画意識の向上と女
性の行政への積極的参加を促進することを目的として、日常生活や
様々な活動を通して気づいた那珂市の将来像についての夢や希望、
意見や要望を市政に反映し、社会の様々な分野の活動に参画する機
会の一つとして「那珂市女性議会」を開催しました。

市内の２４人の女性が参加
　今回の女性議会では、公募や那珂市女性団体の連絡組織「女性
ネットワークなか」の構成団体からの推薦により２４人のかたが選ば
れ、一日女性議員となりました。事前に、５つのテーマごとに５班
に分かれて、４回の学習会や９月議会の傍聴などを行いながら、ま
ちづくりの現状を学び、テーマに即した身近な問題について議論を
重ね議会に臨みました。当日の女性議会の本会議では、通常の市議
会と同様に一般質問形式で行われ、班ごとに計９人の代表者が登壇
し、１人１０分の持ち時間内で質問し、意見を述べました。
　今後も、市では男女が互いに対等なパートナーシップのもと、理
解し、尊重し合うことのできる男女共同参画社会の実現のための取
り組みを進めていきます。
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女性議会の一日
（右上）ご意見・ご提言を市政に活かしていき
ますとあいさつする小宅市長　（右中）女性議
員の皆さんに激励のことばをかける福田市議
会議長　（右下）ＮＨＫ水戸放送局からも女性
議会を取材。当日のデジタル放送正午の
ニュースで放映されました　（左上）質問に答
える市執行部　（左下）議長の大役を滞りなく
務めた松川玲子議員

■那珂市一日女性議員（敬称略）

班氏　名（○は代表質問者）
議席

番号

１

　田　尻　淳　子（豊喰）

○筒　井　かよ子（後台）

　船　橋　芳　枝（額田東郷）

　松　川　玲　子（平野）

○和　地　千枝子（瓜連）

１

２

３

４

５

２

　青　山　まさ子（飯田）

　鴨志田　和　枝（杉）

　水　野　智多子（菅谷）

○寺　門　敏　子（中里）

○綿　引　満里子（瓜連）

６

７

８

９

１０

３

　大曽根　絹　子（菅谷）

○尾　崎　春　美（後台）

　桜　庭　紀久子（平野）

○外　山　ヒ　サ（平野）

　冨　張　澪　子（菅谷）

１１

１２

１３

１４

１５

４

○海　野　寿　江（杉）

　加　藤　文　枝（菅谷）

○高　宮　節　子（瓜連）

　萩　谷　美登里（額田北郷）

　和　田　愛　子（瓜連）

１６

１７

１８

１９

２０

５

○井　坂　智恵子（下大賀）

　市　村　美江子（菅谷）

　大和田　ま　さ（飯田）

　加　藤　ゆう子（菅谷）

２１

２２

２３

２４
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平成１７年度那珂市女性議会
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質問 生涯学習の拠点は、身近な公民館及び分館。分館ではどのような事業が行われている

のか。また学校週５日制に伴いどのような事業が行われているのか

答弁　公民館分館事業として、各分館に年１回高齢者教育、成人教育、婦人教育、青少年教
育、家庭教育、講演会の各事業を、また地域に即した年２、３の各種教室を分館独自の企画
でお願いしています。学校週５日制に伴う事業については、ふるさと教室（小学４、５、６
年生の３教室。今年度１１５人参加）、どっきん土曜日開放講座（幼稚園児から中学生、養護学
校の生徒及びその家族を対象。昨年度２９７人が参加）、少年・少女スキー教室（小学３年生か
ら中学２年生を対象。昨年度日帰り２回１４６人、１泊２日９５人が参加）を実施しています。
質問 青少年育成のため、どのような事業を行っているのか。また、地域診断（青少年の社

会意識と行動に関する実態調査）はしているか

答弁　青少年育成のための事業として、「青少年の主張」発表会、「家庭の日」図画・作文発
表会、「善行青少年」表彰式典、広報紙「希望」の発行、あいさつ・声かけ運動の推進、親
子の集い、社会環境整備活動等を実施しています。また、現在のところ青少年の実態調査は
行っていませんが、事業終了後に行うアンケートの結果や県で定期的に行っている実態調査
の結果を参考に青少年の育成事業を進めてきたいと考えています。

質問 快適に生活して行くためには住環境の整備が不可

欠。不法投棄対策はどのように行われているのか

答弁　市では各区の正副区長さんを不法投棄監視員とし
て、また県ではボランティアUD※監視員として６人のかた
を那珂市担当として委嘱し監視をしていただいています。
今年度から「不法投棄は犯罪です」と従来よりも厳しい内
容を表記した表示板を作成し配付しているほか、市職員が
公用車で巡視するなど不法投棄の防止を図っています。
※UDとは「Unlawful Dump（不法投棄）」の略
質問 不審者には地域ぐるみで対処しなければならない。

子どもたちにどのような指導をしているのか

答弁　不審者対策については、不審者と思われる人物から
声をかけられたら対応しないですぐに逃げる、相手の車に
乗らないなどの指導を徹底しています。もしもこのような
事案が発生した場合には、大声を出したり、近くの１１０番の
家に協力を求めたりするよう指導しています。その目安と
なるのが「子どもを守る１１０番の家」の看板です。また、
設置協力者に対し学校、PTAなどから協力の依頼をしてい
ますので、適切な対応をしていただけるものと考えていま
す。また、各家庭においても不審者対策については、指導
の徹底をお願いしたいと思います。

質問 「高齢者と幼児の交流の場」設置を提案します

答弁　「高齢者と幼児の交流の場」は、高齢者にとっても、
幼児または幼児を持つ母親にとっても大変有意義な場所で
あると考えています。現在、市では保育所、幼稚園を中心
に交流事業を実施していますので、引き続きこれらの事業
の充実に努めて参ります。しかしながら、市のみの取り組
みでは十分でないと考えていますので、今後、市民の皆様
から自主的な活動が生まれてくることを期待しています。
その際には、市としましても公共施設の活用や市民への広
報等の形で応援していきたいと考えています。市民の皆様
の経験を活かした、地域でのユニークな活動を期待してい
ます。
質問 「なかファミリーサポートセンター」の概要と今後の

展望について伺いたい

答弁　旧那珂町において、以前から社会福祉協議会の中に
在宅福祉サービスセンターを設置して、子育て支援サービ
スや家事援助サービス等を行ってきましたが、合併を機に
事業の一層の充実を図るため、本年４月から「なかファミ
リーサポートセンター」と改称してスタートしました。
ファミリーサポートセンターでは、仕事と家庭の両立支援
として育児サポーター及び介護サポーターを行いたいかた
と、援助を受けたいかたが、相互に助け合いながら子育て
や介護の相互援助を行っています。多くの市民のかたに
知っていただき活用していただけるようPRに努め事業の
充実に取り組んでいきたいと考えています。

■質問者

筒井かよ子議員（写真）
ゴミ問題について　ほか
和地千枝子議員
「新市まちづくり計画」に
ついて　ほか

安全で快適な
住みよいまちづくり

■テーマ

■質問者

外山ヒサ議員（写真）
生涯学習における公民館とら
ぽーるについて　ほか
尾崎春美議員
青少年健全育成のまちについて

生涯学習について
■テーマ

■質問者

寺門敏子議員（写真）
高齢者の暮らしについて
綿引満里子議員
新市における福祉理念につ
いて　ほか

だれもが健やかで生き
がいのある暮らしを

■テーマ
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質問 市民が活動するための市の公民館や分館、地区の公

民館の組織と役割分担はどうなっているのか

答弁　市内各地区にある公民館（公民館類似施設）につい
ては、区単位の皆さんが自ら利活用する集会施設です。分
館については、中央公民館で実施している各種教室、講座
等の事業を補完するため市内旧町村単位に８つの分館を設
置しています。各分館には、分館長、分館派遣主事を置き、
各小学校の教頭先生に分館主事をお願いし、区長さんをは
じめ地域の皆さんの協力を得ながら地域に即した各種教室
等の事業を企画し、展開しています。
質問 市の伝統文化を守る上で伝統的なお祭りへの支援は

不可欠だが、市の支援の状況を伺いたい

答弁　「菅谷まつり（大助まつり）」、「額田まつり」につい
ては、地域のまつりを伝承するため地元町内会が長い歴史
をかけて取り組んでいます。それぞれ３年に１回開催さ
れ、まつりの規模に応じて助成をしています。「うりづら
ふれあいフェスティバル」は、伝統文化の継承というより
も地域活性化の性格を持つので、「なかひまわりフェス
ティバル」がその趣旨を受け継ぐものと考えています。「常
福寺二十六夜尊」、「静神社秋の大祭」は、長い歴史がある
ことは承知していますが、政教分離の立場から直接的な助
成は難しいと思われます。

■質問者

井坂智恵子議員（写真）
市の施設の利用について
お祭り事業について

市民参加による
まちづくり

■テーマ

■質問者

海野寿江議員（写真）

高宮節子議員
伝統文化を生かすまちづく
りについて

伝統文化を生かす
まちづくり

■テーマ

質問 伝統文化の維持、発展のためには、３つの視点①伝

統文化を育むこと②高齢者と共に活力あるまちづくり③ま

ちおこし事業があると思うが、市の考えを伺いたい

答弁　現在、総合計画のなかで「人にやさしい文化の香り
高いまち」を市の将来像として掲げまちづくりを進めてお
り、８つの文化の一つとして「伝統を守り育む歴史の文化」
を位置づけています。また、高齢者と共に活力あるまちづ
くりをするため、高齢者にスポーツ、文化活動を通じて、
いきがいづくりや健康増進のための機会を提供し、さらに
は社会参加していただけるよう支援していきます。まちお
こしについては、自然、文化、歴史など市が潜在的に保有
している資源に付加価値を付けることによって観光客の誘
致、知名度アップ、地域振興などの経済効果を生み出せれ
ば、市の活性化が図られると考えています。
質問 静地方は古くから倭文織りの里。この伝統文化を活

し ず

かすための市の取り組みについて伺いたい

答弁　先人が築き上げた伝統文化を後世に継承していくこ
とは本市にとって重要なことだと認識しています。市教育
委員会では、瓜連分館と共催で総合センターらぽーるの４
台のはた織機を使用して市民向けの織物講座を企画してい
ます。講師として「倭文織り手しごとの会」の皆様を予定
しています。この講座が市民に普及してくれるものと期待
しています。

　参加した皆さん全員
が熱心に取り組んでい
る姿に感銘。市内には、
すばらしい女性がたくさ
んいることを知りまし
た。今回、「一日女性議
員」を体験できたことに
感謝しています。

■加藤　文枝さん

　休職中でしたので、
応募して参加しました。
５班の４人のメンバー
に知り合えて人生の財
産になりました。この
「女性議会」という企画
をこれからも続けて
いってほしいですね。

■市村美江子さん

　主婦の私にとって、
「議会」は全く無縁の存
在。議会はこのように開
かれているんだという
ことをはじめて知りまし
た。７月からともに勉強
した皆さんとの出会い
が大きな収穫です。

■加藤ゆう子さん

女性議会に

参加して

���������

企画課　男女共同参画係

�２９８－１１１１　内線４３５

平成１７年度那珂市女性議会
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　景気は緩やかに回復基調にあるものの、市税収入は依然
として低迷を続けています。三位一体の改革に伴い、所得
税の一部が所得譲与税として暫定的に措置される一方で、
地方交付税や臨時財政対策債等は減となり、一般財源は大
幅に減少しています。
　国県支出金については、合併市町村補助金などの国や県
の財政支援策により大幅に増加しているものの、市の借金
である市債については図書館建設事業・二中学区コミュニ
ティセンター建設事業の実施により増加しています。ま
た、市の貯金とも言える基金については、財源不足を補う
ため、大幅な取り崩しを行いました。
　なお、繰越金の増加は、瓜連町及び那珂瓜連地区事務組
合の決算剰余金を引き継いだことによるものです。

��

�������������
������地方自治体が自主的に収入し得る財源をいい
ます。歳入全体に占める自主財源の割合が高くなるほど、
財政が安定し、自主性が高まります。
������国や県から定められた額を交付されたり、割
り当てられたりする収入をいいます。

歳　入 
158億9,950万円 

市税 
［比率36.0％］ 

自 

　 主 

　 財 

源 

依 

存 　 

財 　 

源 

繰越金 
［比率6.7％］ 

市債 
［比率15.0％］ 

県支出金 
［比率5.9％］ 

国庫支出金 
［比率6.1％］ 

地方交付税 
［比率15.5％］ 

その他 
［比率7.5％］ 

その他 
［比率7.3％］ 

平成１６年度の那珂市一般会計・特別会計の決算が、９月の市議会定例会で認定されました。

市では市民の皆さんに財政状況をお知らせし、

市民の皆さんが納めた税金がどのように使われたのか、理解と関心を深めていただくために、

平成１６年度決算と、併せて平成１７年度上半期（４～９月）執行状況について公表します。

財政状況は年々厳しさを増していますが、事務事業の見直しや経費の削減を図りながら、

今後も効果的で効率的な財政運営に努めていきます。

３６．０％５，７３０，４４３市 税

自
主
財
源　
　

５０．０％

６．７％１，０５６，９７７繰 越 金

２．６％４１４，７４０諸 収 入

２．３％３５９，８４２繰 入 金

１．４％２２２，７７０分 担 金 及 び 負 担 金

０．９％１４６，５０１使 用 料 及 び 手 数 料

０．１％１６，０５１そ の 他　※１

１５．５％２，４６９，８５８地 方 交 付 金

依
存
財
源　
　

５０．０％

１５．０％２，３８７，４００市 債

６．１％９７３，９３１国 庫 支 出 金

５．９％９３９，５７０県 支 出 金

２．６％４０８，６６１地 方 消 費 税 交 付 金

２．５％４０２，１９９地 方 譲 与 税

１．０％１５５，８１９地 方 特 別 交 付 金

０．９％１３９，５６４自動車取得税交付金

０．３％４９，１９９利 子 割 交 付 金

０．０％２９３ゴ ル フ 場 利 用 税

０．２％２５，６８０そ の 他　※２

１００％１５，８９９，４９８合　　　　計

■歳入 単位：千円　％：構成比

����財産収入、寄附金
����株式等譲渡所得割交付金、交通安全対策交付金、配当

割交付金

������

�������
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�����高齢者、障害者及び児童関係等の福祉事業を行っ
ています。市制施行による生活保護扶助事業の開始や、児
童手当支給事業の支給対象年齢の引き上げによる児童手当
及び国民健康保険特別会計や介護保険特別会計への繰出金
等により２６億３，９４３万円となりました。
��������溜池整備事業や水田農業経営の確立と集
団転作等への促進を図る水田農業経営確立対策奨励補助事
業等により８億３，９３１万円となりました。
�����まちづくり事業、道路改良舗装事業並びに下水道
事業特別会計及び上菅谷駅前区画整理事業特別会計への繰
出金等により２３億７，４３７万円となりました。
�����合併により那珂瓜連地区事務組合の人件費等を
引き継いだことや、消防ポンプ自動車の購入等により８億
８，２０８万円となりました。
�����昨年に引き続き実施した二中学区コミュニティ
センター建設事業や、図書館の建設開始等により２３億
２，６６３万円となりました。
�����地方公共団体の減収額を補てんするために借り入
れた減税補てん債の借換や、瓜連町及び那珂瓜連地区事務
組合から債務を引き継いだことにより２８億７，２８４万円とな
りました。

��

�������������

１８．９％２，８７２，８３９公 債 費
１７．３％２，６３９，４２７民 生 費
１５．６％２，３７４，３７０土 木 費
１５．３％２，３２６，６３１教 育 費
１１．６％１，７６３，６９４総 務 費
８．０％１，２０７，７３８衛 生 費
５．８％８８２，０８４消 防 費
５．５％８３９，３０５農 林 水 産 業 費
１．５％２３２，２７８議 会 費
０．５％７４，８５７商 工 費
０．０％１，７２２諸 支 出 金
１００％１５，２１４，９４５合　　　　計

■歳出（目的別） 単位：千円　％：構成比

����維持補修費、積立金、投資及び出資金、貸付金

１８．９％２，８７３，９１９人 件 費
義務的経費 ７．１％１，０７５，５２４扶 助 費

１８．９％２，８７２，８１２公 債 費
１４．４％２，１８６，９５７普通建設事業費投資的経費
１４．９％２，２６１，５３１物 件 費
１０．９％１，６５３，２２７繰 出 金
１３．２％２，０１６，７４０補 助 費 等
１．７％２７４，２３５そ の 他　※１
１００％１５，２１４，９４５合　　　　計

■歳出（性質別） 単位：千円　％：構成比

��������

���
歳出歳入

②　　　
支出済額

①　　　
収入済額

���
歳出歳入

④
①－②

④残額　
③③残額　

④
①－②

③��������	

歳出歳入

②　　　
支出済額

①　　　
収入済額

④残額　
③残額　

【打切決算額】

　　①、②、①、②

【歳計剰余金】

　　①－②、①－②

【那珂市に引き継いだ予算額】

　　③、④、①－②、③、④、①－②

��������	
��

公債費 
［比率18.9％］ 

民生費 
［比率17.3％］ 

土木費 
［比率15.6％］ 

総務費 
［比率11.6％］ 

教育費 
［比率15.3％］ 

衛生費 
［比率8.0％］ 

消防費 
［比率5.8％］ 

その他 
［比率7.5％］ 

歳　出 
152億1,495万円 
【目的別】 

人件費 
［比率18.9％］ 

公債費 
［比率18.9％］ 

物件費 
［比率14.9％］ 

その他 
［比率1.7％］ 

歳　出 
152億1,495万円 
【性質別】 補助費等 

［比率13.2％］ 

普通建設事業費 
［比率14.4％］ 

繰出金 
［比率10.9％］ 

扶助費 
［比率7.1％］ 



８

　特別会計とは、市が特定の事業を行う場合に、その事務や経理の内容を明確
にするため、一般会計とは別に設けたものです。那珂市では、国民健康保険や
老人保健など８つの会計があります。

歳入３９億４，４４４万円　歳出３７億９，８４３万円
国民健康保険加入者の医療費を支払う制度です。出産や葬
祭費の一時金給付も行っています。老人医療制度の改定や
合併に伴い、被保険者数・給付件数とも増加し、平成１６年
度末の被保険者数は２１，６０６人となっています。

歳入３９億１，７６４万円　歳出３８億８，７３９万円
高齢者の医療費を負担する制度です。平成１４年１０月の老人
医療制度の改正で、対象年齢が７０歳以上から７５歳以上に引
き上げられました。対象者数・受診件数とも減少し、平成
１６年度末の医療給付対象者は７，０２２人です。

歳入２１億５，７３３万円　歳出２０億８，３１９万円
市街化区域を中心に下水道の整備を行っています。前年に
引き続き堤・横堀地区などの整備を行い、旧瓜連町内では
中里・玉川地区の整備を引き継ぎました。国・県の補助事
業が増加しています。また、下水道事業債の償還額は年々
増加しています。平成１６年度末水洗化人数は２０，６１６人、世
帯数は６，７６０世帯です。

歳入１，６０７万円　　　歳出１，４５１万円
福ヶ平霊園と、合併に伴い引き継いだ瓜連冨士霊園の維持
管理費等です。墓地利用者の管理料等の収入を財源として
います。現在、福ヶ平霊園は第３期造成分が分譲中であ
り、平成１６年度末現在では、福ヶ平霊園が造成基数１，３５７基
のうち１，０４９基、瓜連冨士霊園が造成基数４５８基のうち２３７
基が使用されています。

歳入２億８，３２２万円　歳出２億７，２４５万円
農業集落地区の下水道を整備しています。戸崎、西木倉、
門部地区の処理場等の維持管理費や、神崎・額田地区、戸
多北部地区の整備事業費です。神崎・額田地区は平成１５年
４月、戸多北部地区は平成１６年４月に供用開始されまし
た。平成１６年度末の市内の水洗化世帯数は１，１６９世帯です。
平成１６年度には、鴻巣地区の実施設計などを行いました。

��������
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歳入１９億１，９５１万円　歳出１８億６，７３９万円
主に６５歳以上の人を対象に、介護が必要と認められる場合
に介護サービスを利用できる制度です。平成１６年度末の要
介護認定者は１，５２７人で、そのうち１，１７３人が介護保険の
サービスを利用しています。サービス受給者数・収支とも
年々増加しています。歳入は、４０歳以上の介護保険料や国・
県からの補助金、繰入金等で賄われています。

歳入４，８６０万円　　　歳出４，４１２万円
那珂市社会福祉協議会へ委託して、介護認定者への介護
サービス（訪問介護、通所介護、ケアプラン作成等）を行っ
ています。利用者数が減少しているサービスもあり、収支
は前年度より減少しています。平成１６年度の各種介護サー
ビスの延べ利用者数は７，５３０人でした。

歳入２億８，７４１万円　歳出２億７，９３８万円
市が主体となって上菅谷駅前地区の土地区画整理や道路整
備事業を行っています。歳入は、国や県からの補助金、市
債等によって賄われています。主な支出は、移転補償料や
工事費、建物工作物調査等の委託料などです。

��������������
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歳　出歳　入区　分

３，７９８，４２６３，９４４，４３９国 民 健 康 保 険

３，８８７，３８８３，９１７，６４３老 人 保 健

２，０８３，１９２２，１５７，３３０下 水 道 事 業

１４，５０７１６，０６８公 園 墓 地 事 業

２７２，４５４２８３，２２０農業集落排水整備事業

１，８６７，３９１１，９１９，５０５介 護 保 険
（ 保 険 事 業 勘 定 ）

４４，１１７４８，５９６介 護 サ ー ビ ス 事 業

２７９，３８２２８７，４０７上 菅 谷 駅 前 地 区
土 地 区 画 整 理 事 業

■平成１６年度特別会計決算 単位：千円
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　水道事業会計は独立した企業会計で、皆様からの水道料
金を主な財源としています。

������５５，７６８人
������１８，０４５戸

１，００９，４６０収 入
収 益 的

９３８，０１５支 出

８５，３８９収 入
資 本 的

５３０，４３５支 出

■歳出（目的別） 単位：千円

■資本的収入支出の差引不足額は、企業債の償還や建設改
良工事に充てるための積立金、過年度分の減価償却費等
の留保資金などで補てんしました。

��������	
��
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執行率支出済額収入率収入済額予算現在高会　　　　計　　　名

３５．５％６，４０２，４２９５１．０％９，２０１，５９６１８，０３６，８９３一 般 会 計

４０．５％５，８０２，３７３３２．６％４，６７６，２００１４，３３１，３６５特 別 会 計

４２．１％１，９０９，７１４３４．３％１，５５７，４４７４，５３５，１１１国 民 健 康 保 険（ 事 業 勘 定 ）

４４．２％１，９７３，５１２４２．８％１，９０８，２９４４，４６０，０００老 人 保 健

３１．３％７１７，９１９１１．１％２５５，２７４２，２９４，３３８下 水 道 事 業

１０．４％１，１８７９１．０％１０，３７３１１，４００公 園 墓 地 事 業

３５．１％１３９，７０９１０．５％４１，６７０３９７，５５３農 業 集 落 排 水 整 備 事 業

４５．２％９８０，５５１４０．１％８７１，５６４２，１７０，９３３介 護 保 険（ 保 険 事 業 勘 定 ）

４９．８％２２，１５４５２．９％２３，５５１４４，５００介 護 サ ー ビ ス 事 業

１３．８％５７，６２７１．９％８，０２７４１７，５３０上 菅 谷 駅 前 地 区 土 地 区 画 整 理 事 業

３７．７％１２，２０４，８０２４２．９％１３，８７７，７９６３２，３６８，２５８合　　　　　計

　平成１７年度予算は、合併後に初めて編成した通常予算で
す。財政状況については前年度同様に厳しい状況が続いて
いますが、事務事業の見直しや経費削減など、効率的な予
算の執行に努めています。
　一般会計予算については、当初予算は１７５億７，０００万円で
したが、事業の追加などにより２億３，５４３万円増額補正し、
これに平成１５年度繰越分２億３，１４６万円を加え１８０億３，６８９
万円になっています。
　執行率については、歳入では５１．０％（対前年度比２．７％

増）、歳出では３５．５％（対前年度比３．７％増）となっています。
　特別会計では、下水道事業や上菅谷駅前土地区画整理事
業の収入率が低くなっていますが、これは、国や県からの
支出金などの収入時期が年度末になるため、現時点では低
くなっているものです。
　また、市債残高は、瓜連町及び那珂瓜連地区事務組合か
らの債務を引き継いだことや図書館建設事業債、臨時財政
対策債の発行などにより、一般会計・特別会計合計で７０億
３，５５９万円の増加（平成１６年９月末比較）となっています。

■平成１７年度上半期（４～９月）執行状況 平成１７年９月３０日現在　単位：千円

問い合わせ　財政課財政係　�２９８－１１１１　内線５２３

１８，０３０，８０８一 般 会 計 債

１０，９７４，４７４下 水 道 事 業 債

３，３２４，９６８農 業 集 落 排 水 整 備 事 業 債

２４５，１００上 菅 谷 区 画 整 理 事 業 債

３２，５７５，３５０小　　　　　計

２，５４９，４６９水 道 事 業 債

３５，１２４，８１９合　　　　　計

■市債残高 平成１７年９月３０現在　単位：千円

１，６０１，５１９m2土 地

１５９，９２２m2建 物

８０，０３９千円出 資 に よ る 権 利

１２６，１８２千円債 権

１５，５４０千円有 価 証 券

１７２台車 両 等

４，６３２，４６１千円基 金

■市有財産現在高 平成１７年９月３０現在
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１０

が
発
生
、
作
業
員
２
人
が
被
ば
く

し
、
外
部
に
放
射
線
及
び
放
射
性

物
質
が
漏
れ
た
と
の
想
定
で
始
ま

　

東
海
村
の
核
燃
料
加
工
会
社

ジ
ェ
ー
・
シ
ー
・
オ
ー
東
海
事
業

所
で
起
き
た
国
内
初
の
臨
界
事
故

か
ら
ま
る
６
年
と
な
る
９
月　
３０

日
、
茨
城
県
を
は
じ
め
那
珂
市
、

東
海
村
な
ど
関
係
５
市
村
主
催
に

よ
る
茨
城
県
原
子
力
総
合
防
災
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
防
災
訓

練
は
臨
界
事
故
を
受
け
て
２
０
０

１
年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
、
今
年

で
５
回
目
と
な
り
ま
す
。
今
回
の

訓
練
は
住
民
と
１
０
０
を
超
え
る

機
関
を
合
わ
せ
約
１
６
０
０
人
が

参
加
。
東
海
村
舟
石
川
の
核
燃
料

加
工
会
社
「
三
菱
原
子
燃
料
」
の

ウ
ラ
ン
回
収
作
業
中
に
臨
界
事
故

り
ま
し
た
。
訓
練
で
は
、
急
を
要

す
る
事
態
と
し
て
、
国
の
指
示
を

受
け
る
前
に
、
県
と
関
係
市
村
が

住
民
避
難
を
決
め
る
な
ど
、
早

期
避
難
を
重
点
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

午
前
８
時　

分
の
事
故
発
生
の

２０

通
報
を
受
け
て
、
国
が
原
子
力
緊

急
事
態
宣
言
を
発
令
。
午
前
９
時

に
は
茨
城
県
庁
内
で
災
害
対
策
本

部
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。
会
議

は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
回
線
を
利
用

し
た
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
で
那

珂
市
や
東
海
村
な
ど
の
対
策
本
部

と
結
ば
れ
、
橋
本
昌
知
事
と
小
宅

近
昭
那
珂
市
長
、
村
上
達
也
東
海

村
長
ら
が
対
応
を
協
議
。
中
性
子

線
に
よ
る
被
ば
く
を
防
ぐ
た
め
、

事
故
現
場
か
ら
半
径
５
０
０
ｍ
圏

内
の
那
珂
市
と
東
海
村
の
住
民
に

避
難
指
示
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
原

子
力
防
災
訓
練
は
那
珂
市
で
も
毎

年
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
住
民

避
難
を
行
う
の
は
今
回
が
初
め
て

の
取
り
組
み
で
し
た
。
避
難
指
示

を
受
け
て
市
で
は
、
防
災
行
政
無
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広報なか１１月号１１

わ
れ
、
本
米
崎
、
向
山
、
横
堀
地

区
の
住
民
や
本
米
崎
小
学
校
の
児

童
の
皆
さ
ん
約
２
０
０
人
が
６
台

線
を
利
用
し
て
対
象
住
民
に
避
難

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
避
難
所
ま

で
の
搬
送
に
は
市
の
バ
ス
等
が
使

に
分
乗
し
、
パ
ト
カ
ー
と
消
防
団

車
両
の
先
導
で
中
央
公
民
館
に
向

か
い
ま
し
た
。
バ
ス
は
午
前　

時
１０

過
ぎ
に
到
着
し
、
避
難
住
民
へ
の

被
ば
く
・
汚
染
検
査
や
医
師
の
問

診
、
放
射
線
障
害
を
軽
減
す
る
ヨ

ウ
素
剤
の
説
明
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ひ
と
た
び
起
こ
れ
ば
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
す
原
子
力
災
害
。
６

年
前
の
事
故
は
過
去
の
出
来
事
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
で
は
、
今
回

の
防
災
訓
練
の
結
果
を
検
討
し
、

関
係
機
関
と
の
ス
ム
ー
ズ
な
連
携

や
住
民
へ
の
正
確
で
迅
速
な
情
報

伝
達
を
目
標
に
、
今
後
も
危
機
管

理
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

��������	
��
��������

��������	
��
��������

����������	
��
������

��������	
��
���������

����������	
��
�������

��������	
��
��������

��������	
���
�������

��������	
��


� �

� �

��������	
��
����

三菱原子燃料で臨界事故発生

三菱原子燃料から、原子力事故発生の
通報（第１報）
内閣総理大臣が原子力緊急事態宣言を
発出
→那珂市が災害対策本部を設置

防災行政無線で、臨界事故発生につい
て住民広報（第１回）

三菱原子燃料から、施設外への放射線
の影響及び放射性物質の放出状況につ
いての通報（第２報）
→住民の中性子線による被ばくを避け
るべきと判断。県防災計画に基づき
半径５００m圏内の住民避難を検討

第１回市災害対策本部会議
→TV会議システムを通じて県知事と
那珂市長、東海村長が協議。本米
崎・向山・横堀の住民及び本米崎小
学校の児童・教職員の避難を決定

防災行政無線で、中央公民館への避難
決定を広報（第２回）
→搬送用バスの手配開始、住民の避難
誘導

避難住民が中央公民館へ到着
→被ばく・汚染検査と問診の実施

三菱原子燃料から、臨界終息の通報
（第８報）

防災行政無線で、臨界終息を広報
（第４回）

政府対策本部による原子力緊急事態の
解除宣言
第４回市災害対策本部会議
→原子力緊急事態の解除宣言を踏まえ
住民避難の解除を決定

防災行政無線で、住民避難の解除及び
訓練の終了について広報（第５回最終）

訓練終了

８：２０

８：３０

８：４５

８：５０

９：００

９：２０

１０：００

１１：３０

１１：４０

１２：３０

１３：００

那珂市と茨城県の災害対策本部はTV
会議システムで結ばれ、情報の共有
化と迅速な意思決定が可能となって
います。
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①
入
院
時
の
食
事
代
を
全
額
自
己
負
担

　

今
ま
で
の
医
療
福
祉
費
支
給
制
度
で

は
、
入
院
時
の
食
事
代
に
つ
い
て
は
自
己

負
担
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の

改
定
に
よ
り
全
額
が
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
重
度
心
身
障
害
者
の
か
た

に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
３
月
ま
で
は
半

１９

額
を
自
己
負
担
し
、
平
成　

年
４
月
か
ら

１９

は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

入
院
時
の
食
事
代
は
一
般
的
に
一
日
７
８

０
円
で
す
が
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
か

た
は
食
事
代
が
減
額
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の

担
当
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
入
院
時
の
医
療
費
の
自
己
負
担
導
入

　

今
ま
で
の
医
療
福
祉
費
支
給
制
度
で

は
、
入
院
時
の
医
療
費
を
全
額
助
成
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
定
に
よ
り
一
日

３
０
０
円
（
月
３
、０
０
０
円
限
度
）
が

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
重
度

心
身
障
害
者
の
か
た
に
つ
い
て
は
、
従
来

ど
お
り
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
外
来
の
自
己
負
担
額
の
改
定

　

今
ま
で
の
妊
産
婦
、
乳
幼
児
、
ひ
と
り

親
世
帯
の
か
た
の
医
療
福
祉
費
支
給
制
度

に
お
け
る
外
来
の
自
己
負
担
は
、
一
医
療

機
関
に
つ
き
一
日
５
０
０
円
（
月
２
回
限

度
）
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
改

定
に
よ
り
一
日
６
０
０
円（
月
２
回
限
度
）

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
重
度
心
身
障
害

者
の
か
た
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
自

己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

３
歳
以
上
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
か
た

で
、
医
療
福
祉
費
支
給
制
度
を
ご
利
用
に

な
り
た
い
場
合
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
必
要
な
書
類
等
に
つ
き
ま
し
て
は
国

保
年
金
課
医
療
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
ま
で
医
療
福
祉
費
支
給
制
度

を
利
用
さ
れ
て
い
た
か
た
は
、
今
回
の
改

正
に
伴
う
申
請
等
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

が
、
平
成　

年　

月
か
ら
医
療
機
関
等
に

１７

１１

受
診
す
る
際
に
提
出
す
る
医
療
福
祉
費
請

求
書
（
ピ
ン
ク
、
水
色
の
用
紙
）
の
様
式

が
変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
用
紙

は
既
に
郵
送
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
月

か
ら
医
療
機
関
等
を

受
診
さ
れ
る
場
合
は

新
し
い
用
紙
を
お
使

い
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
い
ま
だ
に
お
手

元
に
届
い
て
い
な
い

と
い
う
か
た
は
、
国

保
年
金
課
医
療
福
祉

係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
妊
産
婦
、
乳
幼
児
、
ひ
と
り

親
世
帯
及
び
重
度
心
身
障
害
者
の
か
た
の

健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
、
医
療
費

の
一
部
を
助
成
す
る
医
療
福
祉
費
支
給
制

度
（
マ
ル
福
）
を
設
け
て
い
ま
す
が
、
そ

の
医
療
福
祉
費
支
給
制
度
が
平
成　

年　
１７

１１

月
か
ら
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
改
定
の
内
容

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

◆
乳
幼
児
の
対
象
年
齢
の
引
き
上
げ

　

今
ま
で
の
医
療
福
祉
費
支
給
制
度
で

は
、
３
歳
未
満
児
に
つ
い
て
は
入
院
分
と

外
来
分
の
医
療
費
等
を
、
３
歳
以
上
小
学

校
入
学
前
の
幼
児
に
つ
い
て
は
入
院
分
の

医
療
費
等
の
み
を
助
成
し
て
い
ま
し
た

が
、
少
子
化
対
策
の
充
実
を
図
る
た
め
、

外
来
分
の
医
療
費
に
つ
い
て
も
小
学
校
入

学
前
ま
で
引
き
上
げ
て
助
成
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

◆
自
己
負
担
の
導
入

　

介
護
保
険
や
施
設
入
所
者
に
係
る
支
援

費
な
ど
も
食
事
代
に
つ
い
て
は
自
己
負
担

と
す
る
方
向
で
あ
る
こ
と
や
、
他
の
県
の

医
療
費
助
成
制
度
に
お
い
て
も
自
己
負
担

を
お
願
い
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
当
市
の
医
療
福
祉
費
制
度
に
お
い
て

も
一
定
の
自
己
負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。 �
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市政だより 市政だより 

【マル福自己負担一覧】

入院時食事代入院自己負担外来自己負担区　分

食事代全額を自
己負担
※重度心身障害
者のかたは平
成１９年３月ま
では１/２を
自己負担

医療機関ごとに
乳幼児
ひとり親世帯
妊産婦

１日３００円
（月３，０００円が

限度）

１日６００円
（月２回限度）

なしなし重度心身障害者○福  医療福祉費請求書
（用紙の色は、ピンクまたは水色）



広報なか１１月号１３

市政だより 
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　第５６回茨城県消防ポンプ操法競技大会県
北地区大会が１０月２日、常陸大宮市おおみ
や消防広場で開催されました。市町村の合
併により、今年から県北地区で開催となっ
たこの大会には７市１町１村の消防団が参
加し、競技が行われました。当市消防団の
代表は、練習の成果を十分発揮し、好成績
を修めました。
［小型ポンプの部］

優　勝　常陸大宮市消防団
準優勝　那珂市消防団（第５分団第３部）
第３位　大子町消防団

［ポンプ車の部］

優　勝　常陸大宮市消防団
準優勝　ひたちなか市消防団
第３位　那珂市消防団（第１分団第３部）

（左）操法大会の様子　（上）小型ポンプの部で惜しくも準優勝。健闘した第５分団第
３部の皆さん　（下）ポンプ車の部で第３位に入賞した第１分団第３部の皆さん
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����������������

　那珂市は水戸ホーリーホックのホームタ
ウン推進協議会に加盟し、チームの活動を
サポートしています。ホーリーホックでは、
地域との連携のため、協議会に加盟する自
治体の日を設け交流を図っています。１０月
１５日には、笠松運動公園陸上競技場でアビ
スパ福岡と対戦。この日は「那珂市の日」と
して開催され、市内のサッカー少年団の前
座試合やプロ選手による技術指導、野菜の
配布などが行われました。

（左）プロ選手と入場する市内のサッカー少年団の皆さん
（右）水戸ホーリーホックの選手からドリブルやパスなどの技術指導を受ける様子

　那珂町と瓜連町の合併を機に那珂市消防
団（飛田榮續団長以下４３５人）の団旗、分
団旗を新たに作成しました。また、消防団
員の服制基準が改正され、県内でも先駆け
て消防団員の活動服を新調しました。士気
旺盛な凛々しい姿で、更なる活躍が期待さ
れます。

���������	
��




１４

市政だより 市政だより 

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
��

�
�
	


�
�


�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

り
、
床
な
ど
に
落
ち
た
飛
沫
の
中
の
ウ
イ

ル
ス
が
、
ほ
こ
り
と
と
も
に
舞
い
上
が
っ

て
空
気
中
に
た
だ
よ
い
、
そ
れ
を
吸
い
込

む
こ
と
に
よ
っ
て
感
染
し
た
り
し
ま
す
。

例
年
、
流
行
は
１
月
か
ら
２
月
に
ピ
ー
ク

に
達
し
ま
す
。

●
予
防
接
種
の
効
果
は
？

　
　

歳
未
満
の
子
ど
も
は
、
も
と
も
と
免

１３
疫
が
な
く
抗
体
が
つ
き
に
く
い
た
め
、
２

回
接
種
し
た
方
が
効
果
的
で
す
。
抗
体
が

で
き
る
ま
で
に
１
〜
２
週
間
か
か
り
ま

す
。
１
回
目
と
２
回
目
は
２
〜
４
週
間
あ

け
る
の
が
理
想
的
で
す
。
乳
児
（
１
歳
未

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
子
ど
も
や
高
齢

者
が
か
か
る
と
肺
炎
や
脳
炎
、
脳
症
な
ど

の
合
併
症
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
病
気
。

重
症
に
な
っ
た
り
死
亡
し
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
ま
ず
は
か
か
ら
な

い
よ
う
に
す
る
の
が
大
事
で
す
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
始
ま
る
前
に
、
積
極

的
に
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
ど
う
や
っ
て
う
つ

る
の
？

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
患
者
さ
ん
の
く

し
ゃ
み
や
せ
き
の 
飛  
沫 
に
含
ま
れ
て
い
る

ひ 
ま
つ

ウ
イ
ル
ス
を
直
接
吸
い
込
ん
で
感
染
し
た

満
児
）
は
、
生
後
６
か
月
過
ぎ
か
ら
受
け

ら
れ
ま
す
が
、
１
歳
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
で

は
有
効
性
が
低
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
は
あ
る
程
度
の
免
疫
が

あ
る
た
め
、
予
防
接
種
は
１
回
で
ほ
ぼ
問

題
あ
り
ま
せ
ん
。

●
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成
に
つ
い
て

　
　

歳
以
上
の
高
齢
者
に
は
１
回
分
の
予

６５
防
接
種
の
費
用
の
一
部
を
公
費
で
負
担
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、　

歳
以
上　

歳
未
満

６０

６５

の
か
た
で
心
臓
・
肝
臓
・
呼
吸
器
に
重
い

病
気
の
あ
る
か
た
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
等
で
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
の

か
た
も
公
費
負
担
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
詳
細
は
健
康
推
進
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
接
種
期
間
／

　
　

月
１
日
〜　

月　

日

１１

１２

１６

○
予
防
接
種
自
己
負
担
金
／

　

１
、０
０
０
円

※
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
か

た
は
無
料
に
な
り
ま
す
が
、

個
人
負
担
免
除
券
が
必
要
で

す
。
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」
健
康
推

進
課
に
接
種
前
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

◆
お
わ
び
と
訂
正

　

広
報
な
か　

月
号
「
市
政
だ
よ
り　

１０

市
町
村
合
併
（　

ペ
ー
ジ
）」
の
中
で
、

１３

次
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お

わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

○
笠
間
市
の
合
併
期
日　

Ｈ　

・
３
・　

１７

１９

　

→

Ｈ　

・
３
・　

１８

１９

○
地
図　

五
霞
村

→

　

五
霞
町

インフルエンザに負けないからだづくり

■栄養バランスの良い食事をとる

　たんぱく質とビタミンを多めにバランスよ
くとって、免疫力を高めましょう。特に高齢
者は低タンパクになりがち。意識して肉や
魚、大豆製品などをとるようにしましょう。
■からだを鍛える

　毎日のウォーキングなどで、積極的にから
だを動かし、適度な運動で体力をつけましょ
う。ただし、高齢者は無理をしない程度に行
いましょう。
■からだを冷やさない

　暖かい食事などで血液の循環をしましょ
う。服装は薄い素材の重ね着などで調節を。
ただし、厚着しすぎは逆効果です。
■睡眠・休養をしっかりとる

　床に就くのはできるだけ夜の１２時前に。こ
の時間に深い眠りに入っていないと睡眠の質
が悪くなりがちです。また、睡眠不足や疲れ
ているときには外出を控えましょう。
■それでもインフルエンザにかかったら

　現在は、インフルエンザウイルスに直接作
用して効果を発揮する薬があります。ただ
し、これらの薬は医師の処方が必要で、発病
後４８時間以内に使い始めると効果的です。イ
ンフルエンザかな、と思ったらできるだけ早
く医師の診察を受けましょう。

　
　

月
１
日
付
け
市
職
員
の
人
事
異
動
を

１０
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

【
消
防
本
部
】
※（　

）内
は
階
級

■
東
消
防
署

《
第
一
部
》
主
幹
（
消
防
士
長
）
和
田
郁
生

／
主
事
（
消
防
副
士
長
）
赤
津
明
／
主
事

補
（
消
防
士
）
澤
幡
晋
吉
／
主
事
補
（
消

防
士
）
小
室
和
人
／
《
第
二
部
》
主
事
（
消

防
副
士
長
）
岡
林
和
豊
／
主
事
（
消
防
副

士
長
）
加
藤
靖
／
主
事
補
（
消
防
士
）
蓮

田
恵
太
／
主
事
補
（
消
防
士
）
永
井
孝
裕

／
主
事
補
（
消
防
士
）
竹
之
内
政
彰

■
西
消
防
署

《
第
一
部
》
主
事
（
消
防
副
士
長
）
小
高

直
人
／
主
事
補
（
消
防
士
）
平
根
将
人
／

主
事
補
（
消
防
士
）
石
河
祐
介
／
《
第
二

部
》
主
幹
（
消
防
士
長
）
永
山
正
／
主
幹

（
消
防
士
長
）
小
田
倉
力
／
主
事
（
消
防

副
士
長
）
鴨
志
田
繁
典
／
主
事
補
（
消
防

士
）
仲
田
義
成

�
�
�
�
�
�
�
�
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　アスベストによる健康被害が連日報道され、社会問題
化しています。そのような消費者不安に付け込み、悪質商
法業者がリフォームなどを訪問販売しているという情報が
寄せられ始めています。

（事例１）

　塗り壁にアスベスト
が含まれているので至
急リフォームが必要だ
と言われた。

（事例２）

　アスベストを練り込
んだ屋根材は古くなる
と粉が出てくるので健康被害が起こると言われた。

■一般的に建物には、
・壁や天井などに、直接吹き付ける吹き付けアスベスト
・屋根材、壁材、天井材等としてアスベストを含んだ
セメント等を板状に固めたスレートボード　等
が使用されている可能性がありますが、吹き付けアス
ベストは、戸建住宅には通常使用されていません。
　アスベストは、その繊維が空気中に浮遊した状態に
あると危険であるとされています。露出して吹き付け
アスベストが使用されている場合、劣化等によりその
繊維が飛散するおそれがありますが、板状に固めたス
レートボードや天井裏・壁の内部にある吹き付けアス
ベストからは、通常の使用状態では室内に飛散する可
能性は低いと考えられます。
　ただし、古くなって壁等がひび割れた場合や改修、
解体時には建材に含まれるアスベストが飛散するおそ
れがあるので、飛散防止措置をとることが必要です。
※アスベストを口実に業者が訪問してきたら、話をう

のみにしないで、契約をしないこと。

　まずは自宅の施工会社などに相談しましょう。ま
た、次の問い合わせ機関なども利用して悪質業者にだ
まされないようにしてください。

【その他の問い合わせ機関】

　社団法人　日本石綿協会 �０３－５７６５－２３８１　

　財団法人　住宅リフォーム・紛争処理センター

　 �０３－３５５６－５１４７　

　財団法人　茨城県建築住宅センター �２４０－００３９　

　茨城県消費生活センター �２２５－６４４５　

今年から秋・冬は「２０℃」が常識！ ～アスベスト悪質商法～

気をつけて！ 気をつけて！ 
あなたはいつも 
狙われています 

8

問い合わせ 
生活安全課消費生活係 
�２９８－１１１１　内線４４３ 

問い合わせ 
生活環境課環境保全係 
�２９８－１１１１　内線２５５ 

ミニ ミニ 

8環境
ＴＯ
ＰＩＣＳ

環境
ＴＯ
ＰＩＣＳ

環境
ＴＯ
ＰＩＣＳ

●環境省が「ウォームビズ」を呼びかけ

　環境省では地球温暖化防止のため、暖房時のオフィス
の室温を２０℃ にすることを呼びかけています。「寒いと
きは着る」「過度に暖房機器に頼らない」そんな原点に立
ち返り「暖房に頼りすぎず、働きやすく暖かく格好良い
ビジネススタイル」を「ウォームビズ」としています。

●暖房２０℃設定のCO２削減効果について

　（財）省エネルギーセンターでは、外気温７℃で２．２kW
のエアコンを１日９時間使用した場合、暖房設定温度を
２１℃ から２０℃ にして１℃ 低く設定すると、１家庭あた
り年間でCO２約２５．７kgが削減できるとしています。ま
た、日本では年間の暖房日数の方が冷房日数よりも多い
ため、夏の冷房の設定温度を２７℃ から２８℃ にして１℃
高く設定した場合（年間約５．９kg削減）に比べ、約４．４倍
の削減効果があるといわれています。
●家庭でも実践してみましょう

　寒くなるこれからの時期、家庭では様々な暖房器具を
使います。暖房器具に頼り過ぎないよう「寒いときには
着る」を心がけるとともに、暖房器具を上手に利用して、
省エネ生活を実践してみましょう。

●詳しくは次のホームページを参考にしてください

チーム・マイナス６％　http://www.team-6.jp
省エネルギーセンター　http://www.eccj.or.jp

��������	
��

○なるべくゴミを出さない調理を心がけよう

○暖房の設定温度は２０℃にしよう

設定温度は２０℃に保つ
小まめな掃除を心がける

エアコン

上掛布団と敷き布団をあわせて使う
温度設定はなるべく「中」以下に

電気こた つ

カーペットの下に断熱シートを敷く
人のいない部分はスイッチオフ

電気カーペット

設定温度は２０℃に保つ
フィルターは小まめに掃除をする

ガス・石油
ファンヒーター



１６

■企画課広報係　�２９８－１１１１　内線４３３

　中菅谷駅の環境美化に努めて来た
中宿子供会に対し１０月１２日、関東運
輸局長から表彰状が贈られました。
横浜開港記念会館で行われた式典に
は、代表で外岡文佳さんと市村静里
奈さん（菅谷小６年）が出席しまし
た。中宿子供会では、地域に親しま
れる駅にしようと中菅谷駅に季節の
草花を植えたプランターを設置。当
番で水かけや駅の待合室の清掃を１５
年にわたり行ってきました。地道に
続けてきたこの活動が、駅利用者に
心の安らぎを与えています。

��������	
��
中宿子供会関東運輸局長から表彰状

　那珂地区安全運転管理者協議会の
主催による女性マイカー点検教室が
９月２２日、中央公民館で開催され、
市内の事業所から２８人が参加しまし
た。この講習会は、女性ドライバー
の自動車に対する知識を深め、安全
運転意識の高揚を目的に毎年開催さ
れています。
　この日は、自動車の仕組みや構
造、事故防止のポイントなどの学科
講習のほか、日常点検やタイヤの交
換方法、トラブルの際の対処法など
の実技講習が行われました。

��������	
�
女性マイカー点検教室が開催

　第１５回市民ママさんソフトバレー
ボール大会が１０月８日、那珂総合公
園で開催されました。ソフトバレー
ボールは、誰でも気軽に楽しめるよ
う考案されたスポーツで、１チーム
４人で対戦します。通常よりも軟ら
かいボールを使って競技を行うた
め、突き指などの怪我も少なく、安
全に試合を楽しむことができます。
選手の技術に応じて初歩的なゲーム
から戦術を駆使した高度なゲームま
で多様な楽しみ方ができると人気が
高まっています。

��������	

ソフトバレーボール大会が開催

　那珂市観光協会主催による「月見
の会」が１０月１５日、一の関ため池親
水公園で開催されました。この日は
旧暦の９月１３日で十三夜。会場では
那珂市文化協会加盟団体による大正
琴やオカリナの演奏、野点のサービ
スが行われたほか、夢AKARIによる
約６００個の灯籠もともされ、月見の
席に彩りを添えました。あいにくの
天気で名月を見ることはできません
でしたが、約４５０人が会場を訪れ、お
茶や団子を味わいながら深まりゆく
秋の風情を楽しみました。

��������	
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市役所前一の関ため池親水公園で「月見の会」開催

（左上）曲がり屋前で開催のあいさつをする小宅市長　（中央）大正琴やオカリナなどのアトラクション
（右上）夢AKARIによってライトアップされた会場　（下）来場者にお茶がふるまわれた野点の様子



広報なか１１月号１７

地域の話題や身近な行事などありましたら、次までおしらせください。

　生ゴミを堆肥に変える「ぼかし作
り講習会」が１０月１１日、那珂市リサ
イクルセンターで開催されました。
この講習会は、家庭から出る毎日の
生ゴミをリサイクルし減量化に役立
てようと、那珂市地域女性団体連絡
会が主催したものです。「ぼかし」
は、ぬかと籾殻に乳酸菌や酵母菌な
どの微生物群を加え発酵させた後
に、３日ほど乾燥させて作ります。
発酵の働きで悪臭が少ないことから
注目されており、参加者は作り方を
真剣に学んでいました。
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ぼかし作り講習会

　根本正顕彰会の定期総会が１０月２
日、中央公民館で開催されました。
総会では来年度の事業計画などが協
議されたほか、早稲田大学教育学部
教授の藤井千春氏を講師に招いて講
演会が開催されました。テーマは
「学力低下論争から見えてきたこ
と」。生活習慣やコミュニケーショ
ンが学力に大きな影響を与えてお
り、自己コントロール能力を育てる
家庭の役割が大切との研究結果につ
いて、参加者はメモを取りながら熱
心に聞き入っていました。

���������	
�
根本正顕彰会総会で講演会

　平成１７年度五台地区敬老会が１０月
９日、中央公民館で開催されまし
た。市内では今年度から各地区が主
体となって敬老事業が行われていま
す。公民館五台分館、五台地区区長
会が主催するこの敬老会には、７５歳
以上の高齢者３０３人が出席。地元の
８４人の皆さんがスタッフとして会を

��������	
��
中央公民館で五台地区敬老会

盛り立てました。
　アトラクションでは、五台地区内
の各区の有志が歌や踊りを披露。招
待された高齢者の皆さん自らによる
童謡や唱歌の合唱、舞踊、さらには
寸劇まで飛び出し、会は終始和やか
な雰囲気のなか盛会のうちに終了し
ました。皆さんいつまでもお元気で。

　青少年育成那珂市民会議
が主催する平成１７年度青少
年の主張発表大会が１０月１４
日、総合センターらぽーる
で開催されました。
　市内の中・高校生や消防
職員が、自分の目指すこと
や学校、職場、日常生活の
中で感じたことなど、それ
ぞれの体験や立場から、ど
う思い、悩み、考え、行動したのか
を堂々と発表。発表者の熱のこもっ
た訴えに、 会場の皆さんは大きな
拍手を送っていました。
■発表者・表彰者（敬称略）

吉沢悠（一中１年）／磯前朱花（二中
１年）／青山美咲（四中１年）／薄井
真理子（瓜連中１年）／篠原唯（一中
２年）／服部操（二中２年）／根本千

��������	
��
����
平成１７年度 青少年の主張発表大会・表彰式典

佳（三中２年）／生天目里実（四中２
年）／綿引雅史（瓜連中２年）／斉藤
瑛子（一中３年）／今野恵（二中３年）
／青山知弘（三中３年）／檜山美季
（三中３年）／横山晴香（四中３年）／
鈴木史乃（瓜連中３年）／上田覚（水
戸農高２年）／長山美幸（那珂高３
年）／三村厚（市消防本部）／野上寿
幸（市東消防署）
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○農業所得は収支計算となります

　収支計算とは、収入金額から必要
経費を差し引いて所得金額を計算す
ることです。平成１７年分の収入金額
が２００万円以上のかたは、収支計算
をしていただくことになります。
　なお、平成１８年分以降は、すべて
のかたが収支計算することになりま
すのでご注意ください。

○収支計算すると

　ご自分の経営状態の把握ができる
とともに、損失が出た年には、その
損失を給与などの他の所得から差し
引いて計算することができます。お
早めに収支計算を行うことをおすす
めします。

○収支計算をするには

　農業所得に関係する伝票や領収書
を保存することが必要です。また、
伝票等の紛失や集計漏れを避けるた
めにも、帳簿などへ記帳することを
お勧めします。
　なお、税務署及び市税務課窓口
に、月々の収入金額や必要経費を記
録する用紙を備え付けてありますの
で、ぜひご利用ください。

※その他ご不明な点は、次までお問い
合わせください。

問い合わせ／太田税務署個人課税部門

�０２９４－７２－２１７２　市税務課市民税係

�２９８－１１１１内線１６５・１６６

� 人の動き �

那珂市の人口（１０月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，９６６人　　（－２１）
　女　　　２８，６５８人　　（－２２）
　計　　　５６，６２４人　　（－４３）
世帯数　　１９，６３２世帯　（＋１８）
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農家の皆様へ

� 今月の納税  �

○国民健康保険税 ５期

納期限：１１月３０日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確
実な口座振替制度があります
ので、どうぞご利用ください。
　詳細については、次までお
問い合わせください。
問い合わせ／市税務課収納推

進室　�２９８－１１１１　内線１６７

９月１５日～１０月１４日（敬称略）

ご協力ありがとうございます
善 意 銀 行 へ

　犯罪の未然防止に地域で役立て
てくださいと１０月２１日、東京電力
（株）水戸支社から防犯灯２５基が寄
贈されました。
　寄贈された防犯灯は、今後市内
の通学路や危険箇所に設置してい
く予定です。

���������
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問い合わせ／市国保年金課国民年金係

�２９８－１１１１ 内線１４３

　遺族基礎年金は、国民年金加入中の死亡または老齢基
礎年金を受ける資格期間（原則として２５年）を満たした
人が死亡したとき、その人によって生計を維持されてい
た子のある妻または子に支給される年金です。
※子とは、「１８歳に到達する年度末までの子」もしくは、
「障害のある場合は２０歳未満の子」をいいます。

■年金が受けられる要件
①国民年金の被保険者であること。
②国民年金に加入したことのある人で、日本国内に住
所がある６０歳以上６５歳未満であること。
③国民年金に加入していて、老齢基礎年金の受給資格
期間を満たした人であること。

④老齢基礎年金の受給権者であること。
※ただし、①、②の場合、被保険者期間のうち保険料
納付期間（保険料免除期間、若年者納付猶予期間、
学生納付特例期間を含む）を合算した期間が３分の

２以上必要です。
※平成１８年３月３１日以前に死亡した場合は、死亡日の
属する月の前々月までの１年間に保険料未納期間が
なければ受けられます。

■平成１７年度年金額

　遺族基礎年金の年金額は、７９４，５００円です。子の加
算を加えると次のとおりです。
○子のある妻に支給される年金額

１人のとき１，０２３，１００円／２人のとき１，２５１，７００円
３人のとき１，３２７，９００円／４人以上３人のときの額
に１人につき年額７６，２００円を加算

○子のみの場合に支給される年金額

１人のとき　７９４，５００円／２人のとき１，０２３，１００円
３人のとき１，０９９，３００円／４人以上３人のときの額
に１人につき年額７６，２００円を加算

ローソン那珂古徳店 　２，０００円
那珂市内郵便局 ３５，２７０円
野木利三郎 １０，０００円
切手・テレカボランティアポピー
 ７，５３７円
三菱マテリアル（株）・
 三菱原子燃料（株）　３５，０００円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしています。
 �２９８－８８８１

那珂市内郵便局から寄付金や使用済
み切手の寄付を受けました
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■市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）
■ホームページ URL（携帯可）

　http://www.city.naka.ibaraki.jp
■メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp
■おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、
「おしらせ版」（月３回（ただし、
５月、８月、１月は月２回））を発
行しています。このコーナーでは
その一部を掲載していますが、
「おしらせ版」も併せてご覧くだ
さい。

日時／１２月７日（水）、１４日（水）、２１日
（水）　いずれも９：００～１５：００

場所・問い合わせ／那珂市社会福祉協

議会（市総合保健福祉センター「ひだ

まり」内）�２９８－８８８１

日時・場所／

○１２月６日（火）、１９日（月）
　市総合保健福祉センター
 「ひだまり」
○１２月２１日（水）
　市総合センターらぽーる
　※受付時間は、９：３０～１１：００
相談内容／（健康や身体に関する相談）
・生活習慣病予防
・予防接種や赤ちゃんのこと
・こころの悩み、思春期・更年期に関
すること

・各種栄養相談など
費用／無料
持ってくるもの／

　赤ちゃん　母子健康手帳
　大　　人　健康手帳または血圧手帳
担当者／保健師、看護師、栄養士

問い合わせ／

市総合保健福祉センター「ひだまり」

健康推進課成人保健係　�２７０－８０７１

　市では、市章、市の花、市の木、市
の鳥の制定方法や制定案について審議
していただく委員を募集します。
　市章等制定委員会は、今回公募する
委員を含め２０人以内の委員で組織され
ます。
募集人員／３人
応募資格／年齢２０歳以上で、那珂市に
お住まいのかた
応募方法／Ａ４用紙（縦長）に住所、氏
名、年齢、性別、職業、電話番号及び
応募の理由を明記の上、持参または郵
送してください。応募書類は返却しま
せん。
選考方法／応募書類をもとに書類選考
します。
応募締切／１１月３０日（水）必着
申し込み・問い合わせ／〒３１１－０１９２

那珂市福田１８１９－５　市総務課総務係

川崎、城宝　�２９８－１１１１　内線５１４

��������

日時／１２月２０日（火） １３：００～１７：００
場所／市役所（１階市民相談室）
相談員／弁護士　
※事前に予約が必要です。
申し込み・問い合わせ／市秘書課市民

相談室　�２９８－１１１１　内線１１８

法律相談

市章等制定委員会の委員
を募集します

��������	

４日　小豆畑病院 （菅谷）

�２９５－２６１１

１１日　塙内科消化器科 （後台）

�２９５－２１１０

１８日　諸岡医院 （瓜連）

�２９６－１１２３

２３日　鈴木呼吸器科内科 （中台）

�３５３－２８１１

２５日　小野瀬医院 （後台）

�２９５－２２２１

３１日　那珂クリニック （中台）

�２９５－９８００

■診療時間／９：００～１１：３０

※往診はしません。

※保険証は必ず持参してください。

※診療時間外は、茨城県救急医療

情報コントロールセンター（県

メディカルセンター）へお問い

合わせください。

�２４１－４１９９

心配ごと相談

みんなの健康相談

��������	
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問い合わせ／市生活環境課廃棄物
対策係 �２９８－１１１１ 内線２５３

　資源物回収の日に、市民の皆さんがごみ
ステーションに出した資源物（特に古新聞）
を、第三者が持ち去る行為が多発していま
す。市民の皆さんが資源として役立ててほ
しいと出された資源物を持ち去ってしまう
この行為は、市民の皆さんのごみ減量・リ
サイクルの意欲を削ぐものです。
　このような持ち去り行為を防止するた
め、「資源物を市の行政回収に出したもので
あること」を明示する意思表示紙を貼って
（添えて）出していただき、持ち去り行為の
防止にご協力をいただきたいと思います。
これは市民の皆さんの意思を示すもので、
必ず貼らなければならないものではありま
せんが、資源物持ち去り行為を防止するま
ちづくりにご理解、ご協力をお願いいたし
ます。
※この意思表示紙は生活環境課、瓜連支所環境福
祉課の窓口に置いてあります。手書きで作成し
たものを使っていただいても構いません。ま
た、那珂市役所ホームページの「各種ダウンロー
ド→生活環境課」からもダウンロードできます。 ▲使用イメージ

▲意思表示紙手書き見本

▲意思表示紙
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■図書室は、市中央公民館の休館
日（月曜日・月曜日が祝日にあ
たるときはその翌日）が休みと
なります。
����������������
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人工知能は、自らの意志で「殺人」
を犯すことができるのか？人間と
機械の境界は、「心」はどこにある
のか？「メンツェルのチェスプレ
イヤー」の続編。
瀬名秀明／新潮社

����� ��

�����
奇譚（きたん）。それは、不思議
な、あやしい、ありそうにない話。
しかしどこか、あなたの近くで起
こっているかもしれない物語。
村上春樹／新潮社

��������
歯に衣着せぬ言葉で多くの支持を
集める著者が、日常の風景から見
える人間の愚かさ、愛おしさを
ユーモラスに描くエッセイ集。
曾野綾子／河出書房新社

なんか、この世界あきたね。ハナ
１６歳、ウミ１５歳。父親違いの姉
弟。青春を満喫中の母を訪ねて沖
縄へ。ふたりなのにひとり。ただ
漂う、南の島で。「成長」をテーマ
に綴る物語。
大道珠貴／双葉社

人は天命を知り天命に生きる。
もっとも善良でもっとも愛した人
がなぜまっ先に死ななければなら
なかったのか。受け入れがたい不
公平な死をどう乗り越えて生きて
いけばよいか。五木寛之が赤裸々
に綴る。
五木寛之／東京書籍

��������
恋愛。この苦しさから、どうやっ
て逃れようか。快感と絶望が全身
を貫く、甘美で強烈な実験的恋愛
小説。
小池真理子／幻冬舎

���������	

【一般図書】●「かたみ歌」朱川湊人／新潮社●「峠越え」山本一力／ＰＨＰ
研究所●「楽園の眠り」馳星周／徳間書店●「恐怖の存在 上・下」マイクル・
クライトン／早川書房●「女王様と私」歌野晶午／角川書店●「悪意の手記」
中村文則／新潮社●「アッコちゃんの時代」林真理子／新潮社

■市中央公民館から新着図書のご案内

Book
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Cook

ヘルスメイトさんが作る健康料理⑨
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■材料　４人分（１人分２２０kcal）
粉寒天（角寒天） …………… ２ｇ（１／４本）　
水 …………………………… ３／４カップ　
砂糖 ………………………… 大さじ２　　
抹茶、ぬるま湯 …………… 各小さじ１　
　白玉粉 …………………… １００ｇ　　　
　水 ………………………… ８０～１００ml　
ゆであずき（缶） …………… １００ｇ　　　　
Ａ砂糖、熱湯 ……………… 各大さじ１　
　　　
■作り方
①粉寒天は水に浸し、ふやけたら鍋に入れ
ます。角寒天の場合は、水に浸してしば
らく置き、軟らかくなったら、水気を搾
り、小さくちぎって鍋に入れます。
②抹茶をぬるま湯で溶かし①を入れて混ぜ
ます。バット等の平らな器に注ぎ入れ、
冷蔵庫で冷やし固め、１cm角に切りま
す。
③白玉粉に水を加えながらこね、耳たぶの
固さにし、小さく丸めて中央をへこまし
ます。熱湯の中に入れ、浮き上がったら
冷水につけます。
④器にそれぞれ盛り付け、ゆであずきを合
わせＡをかけます。黒砂糖を溶かして上
にかけても結構です。

■寒天の中に抹茶が入り、お茶の香りと味
が楽しめます。のどごしが良いので、食
欲のないときにいかがでしょうか。手作
りならではの素朴なおやつです。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会那珂支部

飯田

宇佐美アヤ子さん

�
�
�
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父・和男さん　母・香織さん
１１月２０日生まれ（菅谷）

父・卓二さん　母・恵子さん
１１月１０日生まれ（瓜連）

－ご家族からのメッセージ－ 

父・友英さん　母・敦子さん
１１月２４日生まれ（菅谷）

の
び
の
び
元
気
に
育
っ
て
ね

き
ょ
う
だ
い
仲
良
く
育
っ
て
ね

ぷ
り
ぷ
り
・
ぷ
り
て
ぃ
ー
�

��������� ��

かず ひさ

������
あい

��� ���

り
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み ゆ

第 10 回 

崎
の
杉
地
区
は
昔
か

ら
、
名
前
の
と
お
り

「
杉
」苗
の
生
産
が
盛
ん

な
地
域
。
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
か

た
が
苗
木
生
産
に
携
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
大
森
龍
一
さ
ん
も
そ
の
ひ

と
り
。
農
業
高
校
卒
業
後
に
家
業

に
就
き
、
以
来　

年
に
わ
た
っ
て

３２

杉
の
苗
木
を
作
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

杉
苗
は
、
種
を
播
い
て
か
ら
出

荷
す
る
ま
で
に
３
年
か
か
る
根
気

の
要
る
仕
事
。
丹
精
込
め
て
丈
夫

な
苗
に
育
て
て
い
き
ま
す
。「
苗
の

時
期
は
こ
れ
か
ら
先
、
そ
の
木
が

ど
う
育
っ
て
い
く
か
を
決
め
る
大

切
な
と
き
。
だ
か
ら
手
が
抜
け
な

い
よ
。」去
年
よ
り
も
っ
と
良
い
苗

を
育
て
た
い
と
試
行
錯
誤
を
重
ね

続
け
、
こ
れ
ま
で
に
農
林
水
産
大

臣
賞
を
は
じ
め
数
多
く
の
賞
を
受

賞
し
て
き
ま
し
た
。

　

天
候
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
の

が
苗
木
の
生
育
。
暑
い
年
や
雨
の

多
い
年
な
ど
条
件
は
毎
年
異
な
り
、

枯
れ
た
り
病
気
に
な
っ
た
り
と
何

が
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
太

陽
と
天
気
図
を
に
ら
み
な
が
ら
の

毎
日
と
の
こ
と
。「
何
年
や
っ
て

も
思
い
通
り
に
い
っ
た
こ
と
が
な

い
。
自
然
相
手
の
仕
事
だ
か
ら
、

こ
れ
ば
か
り
は
し
か
た
な
い
ね
。」

　

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、

花
粉
の
少
な
い
杉
苗
の
生
産
。「
花

��������
��������	
�

苗木生産で少花粉杉など新分野に取り組む

大森龍一さん／杉

神

粉
症
で
悩
む
か
た
が
増
え
て
い
る
。

少
花
粉
杉
が
そ
の
解
決
に
役
立
て

ば
い
い
ね
。」出
荷
数
は
ま
だ
少
な

い
で
す
が
、
来
年
か
ら
は
本
格
的

に
出
荷
で
き
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
　

年
ほ
ど
前
か
ら
は
杉
に
加
え

１５
檜
の
生
産
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
輸
入
材
に
押
さ
れ
て
国
産
材

の
需
要
が
減
っ
て
き
て
い
る
現
在
、

新
し
い
分
野
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
大
森
さ

ん
。
も
っ
と
も
杉
と
檜
は
ま
っ
た

く
異
な
る
樹
種
。「
始
め
の
こ
ろ

は
杉
と
同
じ
よ
う
に
栽
培
し
て
苦

労
し
た
。」と
当
時
を
振
り
返
り
ま

す
。
そ
こ
で
技
術
向
上
の
た
め
、

若
手
の
生
産
者
で
青
年
会
を
発
足
。

檜
生
産
の
先
進
地
で
あ
る
静
岡
県

へ
研
修
に
出
向
き
、
技
術
研
鑽
に

励
み
ま
し
た
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
、

今
で
は
静
岡
に
も
引
け
を
取
ら
な

い
品
質
の
苗
を
出
荷
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
と
胸
を
張
り
ま
す
。
そ

の
過
程
で
知
っ
た
の
が「
土
作
り
」

の
大
切
さ
。
ど
ん
な
芽
が
出
て
く

る
か
は
環
境
次
第
と
の
こ
と
。

　
「
苗
木
は　

年
、　

年
先
ま
で

２０

３０

見
据
え
て
す
る
仕
事
。
自
分
の
苗

が
ど
ん
な
木
に
育
っ
て
い
く
の

か
。
ど
こ
か
の
山
で
立
派
な
木
に

成
長
し
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
ね
。」

と
笑
い
な
が
ら
、
芽
が
出
た
ば
か

り
の
杉
苗
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

自宅の畑で杉苗の生育具合を確かめる大森さん



広報なか１１月号２３

九
月
は
や
老
杉
に
座
し
石
祠 

鈴　

木　

三　

風

秋
の
灯
や
昔
の
一
句
が
己
が
影 

石　

川　

登　

魚

釣
り
人
の
総
て
知
っ
て
る
赤
と
ん
ぼ 

長
谷
川　

和
希
子

ぼ
け
除
け
に
薬
師
参
れ
ば
百
日
紅 

眞　

�　

蒼　

月

雨
戸
開
け
風
の
音
聞
く
今
朝
の
秋 

井　

坂　

光　

位

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
跳
ね
上
が
り
た
る
晩
夏
か
な 

萩
野
谷　

寿
美
礼

団
栗
の
流
れ
に
水
の
速
さ
あ
り 

木　

内　

晴　

絵

法
師
蝉
昂
ぶ
る
「
止
幾
子
」
立
志
の
家 

眞　

�　

一　

耕

「
止
幾
子
」
の
碑
竹
縫
う
秋
陽
護
る
か
に 

栗　

原　

美　

枝

烈
女
家
の
暗
き
厨
の
昼
ち
ち
ろ 

堀　

口　

泉　

流

幕
末
の
女
傑
の
庭
の
百
日
紅 

塙　
　
　

静　

風

烈
女
碑
に
念
仏
あ
げ
る
法
師
蝉 

栗　

原　

冨　

久

秋
暑
し
見
上
ぐ
る
「
止
幾
子
」
顕
彰
碑 

秋　

野　

三　

峰

【俳　句】瓜連かつらぎ俳句会

【短　歌】流れ

雨
降
り
の
田
植
は
笠
よ
り
し
た
ゝ
れ
る
雨
水
も
と
も
に
立
食
を
せ
し 

根　

本　

輝　

子

傘
寿
越
ゆ 
歌  
友 
の
葬
儀
は
人
寂
し
心
を
こ
め
て
香
を
手
向
け
ん 

益　

子　

春　

子

と 

も

お
も
ほ
え
ず
森
の
教
会
に
二
人
だ
け
の
婚
礼
を
見
し
こ
と
さ
ら
清
し
く 

安　

藤　

正　

子

力
無
き
己
恥
じ
つ
ゝ
心
病
む
人
の
苦
し
き
訴
を
聞
く 

住　

谷　

幸　

枝

み
そ
は
ぎ
の
桃
色
の
群
我
庭
に
夏
の
日
差
し
に
こ
ぼ
れ
咲
き
た
り 

小　

貫　

よ　

ね

か
ぎ
り
な
く
都
会
の
顔
で
歩
む
と
き
銀
座
は
い
つ
も
優
し
き
他
人 

高　

畠　

久
美
子

草
刈
り
を
共
に
せ
し
よ
り
新
嫁
の
わ
れ
を
呼
ぶ
声
親
し
み
こ
も
る 

平　

野　

里　

子

�
�
�
�
�
�
�
�
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��������
��������
�������

松澤利彦さん／瓜連

　

わ
た
し
の
故
郷
は
、神
奈
川
県

川
崎
市
で
す
。川
崎
市
は
神
奈
川

の
玄
関
口
に
位
置
し
、京
浜
工
業

地
帯
の
中
核
と
し
て
多
く
の
工
場

が
建
ち
並
ぶ
工
業
都
市
で
す
。東

京
湾
を
臨
み
、潮
風
と
工
場
か
ら

の
排
煙
が
混
じ
り
合
っ
た
匂
い
は

独
特
で
す
。

　

ま
た
、関
東
三
山
の
一
つ
で
あ

る
川
崎
大
師
が
有
名
で
す
。厄
除

け
と
い
え
ば
川
崎
大
師
と
い
う
く

ら
い
、そ
の
名
は
広
く
知
れ
渡
っ

て
お
り
、毎
年
正
月
三
が
日
に
は

約
３
百
万
人
も
の
参
拝
客
で
賑
わ

い
ま
す
。

　

わ
た
し
の
実
家
の
周
り
に
は
茨

城
と
は
違
っ
て
山
や
川
な
ど
の
自

然
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。で
す
か

ら
子
ど
も
の
頃
は
自
分
で
都
会
な

ら
で
は
の
遊
び
を
考
え
て
し
て
い

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。自
宅
の
近

く
に
立
ち
並
ぶ
友
達
が
住
む
マ
ン

シ
ョ
ン
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
階
段

の
踊
り
場
を
使
っ
て
の
鬼
ご
っ
こ

は
、と
き
ど
き
管
理
人
さ
ん
に
叱

ら
れ
も
し
ま
し
た
が
、楽
し
い
思

い
出
で
す
。そ
の
他
に
も
、通
称

「
ど
ん
ぐ
り
公
園
」と
呼
ば
れ
て
い

た
落
葉
樹
が
生
い
茂
る
公
園
で
、

サ
ル
の
よ
う
に
木
か
ら
木
へ
飛
び

移
る
遊
び
や
、民
家
の
塀
の
上
を

走
り
回
っ
て
の
追
い
か
け
っ
こ
な

ど
、今
思
う
と
危
険
な
こ
と
も
し

て
い
た
な
と
思
い
ま
す
。

　

毎
年
行
わ
れ
る
川
崎
駅
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。特
に
毎
年
年
末
に
な
る
と
川

崎
駅
東
口
の
大
通
り
を
中
心
と
し

て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る「
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
か
わ
さ
き
イ
ン
ナ
イ
ト
」

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

と
て
も
き
れ
い
で
す
。中
高
校
生

の
頃
、友
達
と
見
に
い
っ
た
の
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
。近
年
は
諸
事

情
に
よ
り
以
前
よ
り
も
幾
分
規
模

が
縮
小
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

川
崎
を
離
れ
て　

年
以
上
が
経

１０

ち
ま
す
が
、距
離
も
近
く
時
間
も

か
か
り
ま
せ
ん
か
ら
、妻
や
子
ど

も
を
連
れ
て
遊
び
に
い
く
こ
と
が

多
い
で
す
ね
。

�

■ふるさと一口メモ
川崎市は、北は多摩川を挟
み東京都に、南は横浜市に
隣接し、現在日本を代表す
る先端産業の研究開発機関
が集積する世界有数の産業
都市に発展しました。多摩
川や多摩丘陵の豊かな自
然、音楽・映画などの文化
芸術、国内外で活躍する
様々な人材を輩出していま
す。昨年、市制８０周年を迎
え、それを記念に「音楽の
まちづくり」も進められて
います。昭和４７年に政令指
定都市。人口約１３０万人。

神奈川県
川崎市

▲




